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20
団
体
２
７
２
人
が
加
盟
し
ス
タ
ー
ト

　

福
智
町
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
多
く
の
人
や
団
体
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
協
力
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ

り
活
性
化
さ
せ
〝
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

智
町
〞
を
目
指
し
て
設
立
し
た
の
が
「
福
智
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
で
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
方
城
事
業
所
を
事
務
局
と
し
て
、
平
成
18
年

11
月
に
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
。
平
成
19
年
４

月
に
町
内
全
体
に
呼
び
か
け
、
20
団
体
（
２
７
２

人
）
が
加
盟
し
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
そ
の
発
足

式
が
開
か
れ
、
約
百
人
が
参
加
。
各
グ
ル
ー
プ

↑福智町ボランティア連絡協議会は、2か月に1回の定例会を行い、互いの情報交換
をしながら今後の活動や取り組みについて話し合っていく方針です。

紹
介
の
後
、
県
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
長
で
あ
る
古ふ

る

谷や

信
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
〜
こ
れ
か
ら
の
福

智
町
に
求
め
ら
れ
る
活
動
と
は
〜
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
谷
さ
ん
は
行
橋
市
で
39

年
間
勤
め
た
小
学
校
教
諭
を
退
職
後
、
民
生
児
童

委
員
や
地
域
に
根
ざ
し
た
寺
子
屋
「
家
庭
塾
」
を

運
営
す
る
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
退
職
後
に
、
何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
ま
で

の
経
歴
も
年
齢
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
得

意
な
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
だ

け
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
こ
と
に
何
も
憶
病

に
な
る
必
要
は
な
い
の
で
す
」
と
会
場
に
語
り
か

け
、
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
や
メ
リ
ッ
ト
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
講
演
し
ま
し
た
。

記念すべきボラ連の発足式。講演会では
ボランティアの現状と課題に共感、特に
全加盟団体による活動紹介は互いの理解
と交流を深める貴重な機会となりました。

ボランティアが集えば、心つなぐ輪も広がる。

目標は誰もが“安心”して暮らせるまち。

ボラ連は、その“安心”をそっと支えてくれます。

福智町ボラ連加盟グループ 代表者名、会員数、発足年および活動内容

理容美容 代表：池本　正義（伊方）　会員： 1人　昭和58年発足　内容：特別養護老人ホームでの理髪活動

田川署赤池交番連絡協議会 代表：岩城　辰美（赤池）　会員：14人　昭和30年発足　内容：青少年補導や交通パトロール、地域の防犯活動

クローバーの会 代表：白金　春生（伊方）　会員： 2人　平成19年発足　内容：障がい児者、高齢者などへの各種支援活動

ひこさんがわ夢の会 代表：大久保琢磨（赤池）　会員：76人　平成 9 年発足　内容：彦山川の河川清掃など（年会費1,000円で運営）

青い鳥 代表：桑野　京子（市場）　会員：13人　平成 9年発足　内容：視覚障がい者への広報ふくち音訳配布、勉強会

方城手話の会 代表：葛原　　高（弁城）　会員：12人　平成 7 年発足　内容：聴覚障がい者との交流、手話の普及活動など

世代 代表：崎山　　京（伊方）　会員： 3人　平成 8 年発足　内容：地域活性化活動、町や社会福祉協議会行事の支援

ユートピア 37研究会 代表：白石　　進（伊方）　会員：19人　平成元年発足　内容：地域活性化活動、町や社会福祉協議会行事の支援

ひまわり 代表：三宅　貞子（伊方）　会員：15人　平成 8 年発足　内容：花植え、施設の高齢者のマッサージ、行事の支援

金田手話の会 代表：河西　秀美（金田）　会員：19人　昭和56年発足　内容：聴覚障がい者との交流、手話の普及活動など

個人ボランティア 代表：石田富士子（伊方）　会員： 1人　内容：各種ボランティア活動全般

個人ボランティア 代表：田中　和敏（神崎）　会員： 1人　内容：各種ボランティア活動全般

こころ 代表：森　　静子（伊方）　会員：28人　平成15年発足　内容：青少年の健全育成、高齢者や障がい者の支援など

福智つばさの会 代表：金山　松榮（伊方）　会員： 4人　昭和62年発足　内容：高齢者福祉の啓発活動の映画上映や講演会など

ぶらんこ 代表：岸谷　元美（赤池）　会員：12人　平成10年発足　内容：絵本の読み聞かせやブックスタート事業の支援

菜の花 代表：岸谷　元美（赤池）　会員：10人　平成 9年発足　内容：聴覚障がい者との交流、手話の普及活動など

むぎの会 代表：白石眞英子（伊方）　会員：10人　平成 5年発足　内容：障がい問題を通し誰もが住みよい町づくりの推進

交友会 代表：榊　　徳春（伊方）　会員：10人　平成12年発足　内容：行事の支援、町内でのボランティア活動への協力

ほたる 代表：藤木　正伸（伊方）　会員：10人　平成17年発足　内容：依頼があればどんな活動でも

虹の会 代表：奥野サカヱ（上野）　会員：12人　平成 3 年発足　内容：福祉施設での清掃と交流、缶や古紙の回収など

ニ
ー
ズ
高
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待

　

い
ま
国
民
の
３
人
に
１
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
内
閣

府
の
調
査
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
10
年
前

に
比
べ
、
約
３
倍
の
１
３
０
０
万
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
国
民
の
10
人
に
１
人
の

数
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
い
け
れ
ど
、
実
際
に
は
で
き
て
い
な
い
〞

と
い
う
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

福
智
町
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
体
育
協
会
、
文
化

連
盟
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
無
償
で
活
動
し

て
く
だ
さ
る
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
応
で
き
な
い
す
き
間
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
現
在
、
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　事務局では、町民
のみなさんからボラン
ティアの要請があった
ときの取りまとめなど
を行います。みなさん
が困ったときの相談窓
口になれるようPRし、
できることから積極的に取り組んでいきたい
と思います。（個人ボランティア・神崎）

　ボランティア団体が
福智町としてやっと一
つになったという思い
です。今後、このボラ
連がどう発展していく
かは我々の力にかかっ
ています。団体ごとの
活動だけでなく、相乗効果や一体感が生まれ
るような協議会全体の取り組みも考えていき
たいと思います。（ひこさんがわ夢の会・赤池）

　町民のみなさんにボ
ラ連のことを知ってい
ただき、より多くの人
にボランティアに対す
る関心を持って欲しい
と願ってます。ひとり
では行動を起こせない
人も、わたしたちの活動をＰＲすることで興味
を持ち、共に活動していただけると幸せです。
今後も地域ボランティアの輪がますます広がっ
ていくよう努めてまいります。（理容美容・伊方）

会長
池本 正義さん

↑特別養護老人ホームで理髪活動のボランティアをし
て24年になる池本会長。グループ“ひまわり”の顔マッ
サージも受け、みなさんの表情は実に晴れやかでした。

副会長
大久保 琢磨さん

事務局長
田中 和敏さん

福智町ボラ連ついに発足誰もが安心して暮らせる
福智町を目指して。


